
令和５年度　研修等の実績

NO 事項 区　分 日　程 研修・セミナー等の名称 テーマ 目　的 対象者 参加人数 開催場所 担当部署
（※R5までの名称）

備　考

1
（５）全体的なコン
プライアンス教育

01全体 4月3日～4月30日
令和5年度滋賀医科大学新規採用職
員研修

医療事故防止、個人情保護、人権、職
場の労働法等について

滋賀医科大学職員として、基礎的知識
やルール等を修得し、職員としての認識
を深める。

新規採用教職員（非常勤職員を含
む）

教員（19人）
事務・技術系職員（9人）
ﾒﾃﾞｨｶﾙｽﾀｯﾌ（100人）
医員・研修医（91人）

SUMS e-Learning 人事課職員係

2
（５）全体的なコン
プライアンス教育

01全体 随時 新入職員基礎研修
各種ハラスメント、情報セキュリティ、個
人情報保護

本学で勤務するにあたっての基礎知識
を理解する。

新規採用事務局職員 事務・技術系職員（12人） 対面 人事課職員係

3
（５）全体的なコン
プライアンス教育

01全体
11月7日～１月31
日

安全保障貿易管理研修（１） 安全保障貿易管理
安全保障貿易管理を理解するとともに、
「みなし輸出」に関する自己申告を行う。

教職員・学生

教員（41人）
外国人客員研究員・研究員
（6人）
大学院学生（57人）

SUMS e-Learning 医学研究監理室

4
（５）全体的なコン
プライアンス教育

02人権・ハラスメン
ト

9月25日
（オンデマンド配信：
3月20日まで配信
延長）

ハラスメント防止研修会「セクシュアルハ
ラスメントと性暴力・性犯罪等防止研修」

ハラスメントの防止
ハラスメントに対する理解・意識を一層
深めること。

全教職員 291人

臨床講義室3、
Zoom併用
※後日SUMS e-
Learningに掲載

総務企画課総務係

5
（５）全体的なコン
プライアンス教育

02人権・ハラスメン
ト

4月26日 新任教員に対するFD研修 ハラスメントの防止

新任教員に対するFD研修の中で、本学
の「理念・使命」や「講義・試験・評価方
法」等とあわせて、『ハラスメント』につい
ても説明し、被害者・加害者にならない
ための対応等について理解を深めるとと
もに本学における取組の周知を図る。

新規採用教員（令和4年5月1日～
令和5年4月1日採用）

教員（26人）
臨床講義室1及び
SUMS e-Learning

学生課学生企画係
対象者と別に全学
通知も実施

6
（５）全体的なコン
プライアンス教育

02人権・ハラスメン
ト

4月7日 性犯罪と犯罪被害者支援について 性犯罪の防止
信頼される医療人を育成するため、性
犯罪の加害者にならないための学習を
充実させる。

学部新入生 学生（172人） 臨床講義室3 学生課学生企画係

7
（５）全体的なコン
プライアンス教育

04研究 4月1日～3月31日
2023年人を対象とする生命科学・医学
系研究に関する倫理指針講習会

指針概説等
指針遵守
・人を対象とする生命科学・医学系研究
に関する倫理指針第4の2【教育・研修】

生命科学指針研究従事者

役員・教員、事務・技術系職
員、ﾒﾃﾞｨｶﾙｽﾀｯﾌ、医員・研
修医、学生
（計：780人）

SUMS e-Learning 倫理審査室

8
（５）全体的なコン
プライアンス教育

04研究 7月1日
臨床研究・治験従事者　研究者養成研
修会

研究コンセプト(PICO)作成のための実践
的スキルの習得

法律等遵守
・臨床研究法施行規則第10条【研究責
任医師等の責務】

臨床研究従事者 役員・教員（1人） 慶應大学（web） 倫理審査室
※他大学・学外の
団体等が主催する
研修等

9
（５）全体的なコン
プライアンス教育

04研究
9月22日～3月31
日

再生医療等提供に係る教育・研修会 再生医療等提供に関すること等

法律等遵守
・再生医療等の安全性の確保等に関す
る法律施行規則第25条【教育又は研
修】

再生医療等従事者 役員・教員（1人） DVD 倫理審査室
※他大学・学外の
団体等が主催する
研修等

10
（５）全体的なコン
プライアンス教育

04研究 4月1日～3月31日 臨床研究の基礎知識講座（ICRweb) 臨床研究に関する基礎知識
指針遵守
・人を対象とする生命科学・医学系研究
に関する倫理指針第4の2【教育・研修】

生命科学指針研究従事者

役員・教員（2人）
医員・研修医（1人）
学生（1人）
その他客員教員・非常勤教
員等（5人）

国立研究開発法人
国立がん研究セン
ター（e-learning）

倫理審査室
※他大学・学外の
団体等が主催する
研修等

11
（５）全体的なコン
プライアンス教育

04研究 4月1日～3月31日
01_責任ある研究行為：基盤編
（eAPRIN）

臨床研究実施者としての基礎知識
指針遵守
・人を対象とする生命科学・医学系研究
に関する倫理指針第4の2【教育・研修】

生命科学指針研究従事者

役員・教員（1人）
学生（4人）
事務・技術系職員（1人）
その他客員教員・非常勤教
員等（4人）

一般財団法人公正
研究推進協会（e-
learning）

倫理審査室
※他大学・学外の
団体等が主催する
研修等

12
（５）全体的なコン
プライアンス教育

04研究

7月7日
（e-learning受講可
能期間：7月18日
～2月29日）

研究倫理教育研修会（１） 適切な研究データ管理の実現のために 研究者倫理の向上。 教職員・大学院生・学生

役員・教員（343人）
事務・技術系職員（20人）
メディカルスタッフ（8人）
医員・研修医（14人）
学生（3人）

Zoomによるオンライ
ン配信、後日e-
learningに掲載

研究推進課・情報
課

13
（５）全体的なコン
プライアンス教育

04研究

11月21日（e-
learning受講可能期
間：12月1日～2月
29日）

研究倫理教育研修会（２） 研究インテグリティの確保に向けて 研究者倫理の向上。 教職員・大学院生・学生

役員・教員（283人）
事務・技術系職員（13人）
メディカルスタッフ（6人）
医員・研修医（9人）
学生（3人）

Zoomによるオンライ
ン配信、後日e-
learningに掲載

研究推進課・情報
課

14
（５）全体的なコン
プライアンス教育

04研究 通年
臨床研究／医学系指針研究の利益相
反に関する教育研修

臨床研究／医学系指針研究利益相反
研修

臨床研究及び生命科学・医学系指針研
究に係る利益相反について理解する。

教職員・学生

役員・教員、事務・技術系職
員、ﾒﾃﾞｨｶﾙｽﾀｯﾌ、医員・研
修医、学生
（計：745人）

臨床講義棟及び
e-learning

医学研究監理室
倫理審査研修に付
随

15
（５）全体的なコン
プライアンス教育

04研究
①2月10日
②3月8日～3月29
日

第7回認定再生医療等委員会教育研
修会

再生医療等安全性確保法施行５年後
の見直しの方向性について等

法律等遵守
・再生医療等の安全性の確保等に関す
る法律施行規則第70条【委員等の教育
又は研修】

特定認定再生医療等委員会委員
事務局

①役員・教員（2人）
事務・技術系職員（1人）
その他外部委員（2人）
②その他外部委員（2人）

①一般社団法人日
本再生医療学会
（web）
②認定再生医療等
委員会における審
査の質向上事業
教育研修会事務局
（オンデマンド）

倫理審査室
※他大学・学外の
団体等が主催する
研修等
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16
（５）全体的なコン
プライアンス教育

04研究 9月15日
2023年度倫理審査状況報告・（委員・
事務局向け）教育研修会

倫理審査の状況
指針概説等

指針、法律等遵守
・人を対象とする生命科学・医学系研究
に関する倫理指針第17の1【委員等の
教育又は研修】
・臨床研究法施行規則第84条【委員等
の教育又は研修】
・再生医療等の安全性の確保等に関す
る法律施行規則第70条【委員等の教育
又は研修】

・倫理審査委員会委員
・倫理審査委員会専門小委員会委
員
・臨床研究審査委員会委員
・特定認定再生医療等委員会委員
・ヒトES細胞使用研究倫理審査委員
会委員
・滋賀医科大学における病院臨床研
究の倫理に関する委員会委員
・理事
・事務局

役員・教員（11人）
事務・技術系職員（4人）
その他外部委員（15人）

倫理審査室（Web） 倫理審査室

17
（５）全体的なコン
プライアンス教育

04研究 11月3日
厚生労働省 臨床研究・総合促進事業
2023年度 治験・倫理審査委員会委員
研修『委員長研修』

倫理審査の質向上の取り組み
倫理審査委員会委員長に求められる役
割と必要なスキル

指針、法律等遵守
・人を対象とする生命科学・医学系研究
に関する倫理指針第17の1【委員等の
教育又は研修】
・臨床研究法施行規則第84条【委員等
の教育又は研修】
・再生医療等の安全性の確保等に関す
る法律施行規則第70条【委員等の教育
又は研修】

・倫理審査委員会委員長、副委員長
・臨床研究審査委員会委員長、副委
員長
・特定認定再生医療等委員会委員
長、副委員長

役員・教員（1人） 東北大学（web） 倫理審査室
※他大学・学外の
団体等が主催する
研修等

18
（５）全体的なコン
プライアンス教育

04研究
11月1日～3月31
日

安全保障貿易管理研修（２）
研究インテグリティの確保（安全保障貿
易管理・技術情報管理（技術流出防
止））に関する研修

・研究活動の国際化、オープン化に伴う
新たなリスクに対する研究インテグリティ
の確保。
・滋賀医科大学の一員として、安全保障
貿易管理及び研究インテグリティの確保
に関する理解を深める。

教職員・学生

役員・教員（423人）
事務・技術系職員（9人）
ﾒﾃﾞｨｶﾙｽﾀｯﾌ（7人）
医員・研修医（6人）
外国人客員研究員・研究員
（11人）
学生（181人）

SUMS e-Learning 医学研究監理室
※令和５年度当初
計画には記載無し。

19
（５）全体的なコン
プライアンス教育

06会計

8月28日
（オンデマンド配信
は令和5年9月29
日まで）

会計事務等に関する説明会 適正な経費の執行

適正な経費の執行の観点から、研究費
を使用する際の事務手続きの説明を行
うとともに、不正防止に関する意識向上
を図る。

全教職員
会場開催50名、e-
learning137名【合計187名】

大会議室
後日SUMS e-
Learningに掲載

会計課経理係、契
約係、研究推進課
産学連携係、情報
課学術企画係

20
（５）全体的なコン
プライアンス教育

07情報管理・情報
セキュリティ

10月から2月まで 個人情報の保護に関する研修
今こそ知ろう！大学における個人情報
保護

大学における個人情報保護の重要性を
再認識してもらい、個人情報の適正な管
理について一層認識してもらう。

大学の教職員

役員（1人）
教員（20人）
教務系（3人）
事務（32人）
技術（9人）

SUMS e-Learning
総務企画課文書法
規係

21
（５）全体的なコン
プライアンス教育

07情報管理・情報
セキュリティ

10月から2月まで 特定個人情報の保護に関する研修

今こそ知ろう！大学における個人情報
保護
特定個人情報の適正な取扱いのための
研修

大学における個人情報保護の重要性を
再認識してもらい、個人情報の適正な管
理について一層認識してもらい、その上
で、さらに注意を要する特定個人情報の
保護に関する認識を深める。

特定個人情報を取り扱う職員
事務（46人）
技術（1人）

SUMS e-Learning、
政府サイト動画の視
聴

総務企画課文書法
規係

22
（５）全体的なコン
プライアンス教育

07情報管理・情報
セキュリティ

11月から2月まで 法人文書管理研修 公文書管理の基礎的な留意点
法人文書の適切な管理とその重要性に
ついての認識を深める。

事務局職員
役員（1人）
事務・技術系職員（63人）

学内
総務企画課文書法
規係

23
（５）全体的なコン
プライアンス教育

07情報管理・情報
セキュリティ

4月1日～3月31日 病院情報システム・セキュリティ講習会

・皆さんが普段取り扱っている情報
・電子カルテを扱う際のセキュリティリス
ク
・ネットワーク利用のセキュリティリスク

システム使用に際してのセキュリティリス
クの事例紹介及びセキュリティに関する
知識を身につけてもらう。

教職員

教職員
【計：291人】
＊e-learning開催のため、職
種別内訳不明

SUMS e-Learning
クオリティマネジメン
ト課医療情報係

24
（５）全体的なコン
プライアンス教育

07情報管理・情報
セキュリティ

9月15日 患者個人情報保護に関する研修会 個人情報保護
個人情報の取扱いや漏えい防止の必要
性、重要性等について意識の向上を図
る。

教職員

医師（622人）
看護師（672人）
メディカルスタッフ（243人）
事務職員（238人）
合計1,775人

SUMS e-Learning
クオリティマネジメン
ト課病院企画係

25
（５）全体的なコン
プライアンス教育

07情報管理・情報
セキュリティ

10月18日～11月
30日

情報セキュリティに関するe-learning 情報倫理とセキュリティ 情報セキュリティ教育のため。
本学メールアカウント所有者（教職
員・学生・名誉教授等）

eラーニング対象者4,050名
のうち3,901名（96.3％）修了
（内訳：教職員2,617名、その
他（研修医等）121名、大学
院生等217名、学部学生906
名、特定行為研修生25名、
名誉教授15名）

SUMS e-Learning
SUMS CSIRT・情報
課情報統括係

26
（５）全体的なコン
プライアンス教育

08安全衛生 4月1日～4月30日 研究用の向精神薬の管理について 研究用の向精神薬の管理

取扱いに係る法令概要、保管・使用にあ
たっての届出、学内での登録手順、不
要となった向精神薬の廃棄、保管・使用
にあたっての注意点等を説明し、研究用
向精神薬の取扱いの適正性の向上を図
る。

新規採用職員

事務・技術系職員（1人）
教員・研究員（10人）
医員・研修医（24人）
ﾒﾃﾞｨｶﾙｽﾀｯﾌ（41人）

SUMS e-Learning
総務企画課文書法
規係
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